
　ステークホルダーからの信頼を高める意味でも、コー
ポレートガバナンスを経営の重要課題と位置付けていま
す。経営の透明性を確保し、適時・適切なチェック機能と
監視機能が発揮できるよう、取締役会に2人の社外取締
役、監査役会に3人の社外監査役を配置しています。ま
た、執行役員制を導入し、経営責任の明確化と業務執行
の迅速化を図っています。

　監査役会は、3人の社外監査役と2人の常任監査役で
構成しています。監査役は、監査の実効性の向上と機能
の強化・維持のため、取締役会等の重要会議に出席する
ほか、内部監査部門や会計監査人との情報交換や、社内
各部門や子会社などへのヒアリングを定期的かつ必要に
応じて行っています。

■ コーポレートガバナンス体制（2016年4月1日現在）

労働安全衛生マネジメント
積水ハウスでは従業員ならびに委託業者の安全・健康を第一に考え、日々業務を行っています。労働災害が発生した
場合、事務・生産・施工部門ごとに安全衛生委員会で事例を共有し、職場の安全衛生に関するPDCAサイクルを回して
います。

コーポレートガバナンス
積水ハウスグループは「人間愛」を根本哲学とし、「真実・信頼」「最高の品質と技術」「人間性豊かな住まいと環境の創造」を
掲げる企業理念に則り、あらゆるステークホルダーの信頼を高めるべく、コーポレートガバナンスを経営上の重要課題と
位置付けて、体制を構築し、迅速かつ誠実な経営に取り組んでいます。

組織マネジメント

労働災害度数率・業務上疾病度数率

　2015年度の労働災害件数は昨年度から減少しまし
た。引き続き、安全衛生意識を高める、注意力の欠如を
招くような超過勤務を減らすなどの対策を一層強化して
いきます。

　施工に携わるすべての従事者の労働安全衛生の確保
は、住宅メーカーである積水ハウスの社会的責任であり、
重点的に取り組むべき項目の一つです。当社では施工従
事者が安全・安心に働くことができるよう、2015年度
の「全社施工安全衛生年間計画」では「墜転落災害と電動
工具等災害の撲滅」「全員参加意識の醸成」を掲げ、災害
防止対策や事業主研修等を実施しました。
　2015年度スローガン「作業前にひと呼吸 全員参加で
本音のKYヨシ！」を掲げ、当社の年間計画をもとに協力
会社事業主は安全宣言を公表。施工管理者とともに日常
管理を強化し、職長・職方への作業指導につなげ、日常的
に安全点検や作業手順書による正しい動作を身につけて
主体的にKY（危険予知）活動とその実行を期しました。
当社はその支援・フォローとして事業主研修を実施し、必要
な備品の支給、脚立・外部足場・電動工具等の安全点検
帳票を配布し、年間計画スケジュールにて月・期単位で
進捗を把握し、PDCAサイクルを回しながら安全レベル
の向上を図りました。
　また、工事関係者全員に対して、災害防止対策や安全
衛生教育研修を実施。2015年度も「事業主研修」や
「安全推進大会」などの研修を実施し、延べ5万736人が
受講しました。また、2012年からは強化月間（7月は安全
の月、12月は特別強化月間）を設定し、夏場の熱中症や
年末年始の災害防止、墜転落災害等の低減対策を実施
しています。
　今後も当社グループと協力会社が一体となって、主体
的、創造的に労働環境改善、労働災害発生防止に取り
組んでいきます。

施工現場での労働安全衛生活動
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経営体制の概要
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監査役会
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　取締役会は、原則月1回開催し、当社の経営にかかわ
る重要な事項や法令で定められた事項について意思決定
を行うとともに業績等の進捗確認を行い、執行役員の業
務執行を監督しています。
　2016年1月期において開催された取締役会は11回で
あり、平均出席率は98.3%（うち、社外取締役95.5%、社
外監査役100%）でした。

　内部統制については、「内部統制システム構築に関する
基本方針」に基づくシステムの運用を徹底、その強化に取り
組んでいます。グループ全体の金融商品取引法による内
部統制（J-SOX）の遵守と徹底は、経理財務部内のJ-SOX
グループが、海外子会社における内部統制システム構築
については、2015年2月に経理財務部に設置された海外
内部統制推進室が中心となって対応しています。

取締役会
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独自の「積水ハウス危険ゼロシステム」を運用

　特に、より危険な作業が伴う施工現場については、専門
部署である安全指導室を設置し、労働災害の発生防止に
努めています。
　仕組みとして、厚生労働省が推奨している「労働安全
衛生マネジメントシステム」に施工現場の特性を加味した
独自の「積水ハウス危険ゼロシステム」を構築。全社および
事業所ごとに毎年作成する「施工安全衛生年間計画」を
ベースとして、当社や協力会社の従業員が安全で健康に
働けるよう、安全衛生管理活動を展開しています。
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「安全週間」啓発ポスター 強調期間の啓発ポスター

ゼロシステムの核（根幹）部分

基本サイクル
1.危険源の特定、実施事項の特定

左記基本サイクルを有効に
回す手立てとしての部分

5.日常的な点検・改善

7.安全衛生管理体制

9.文書の記録、保管

10.緊急事態、災害発生時の対応

11.システム評価

12.システムの見直し

8.協力工事店の
　安全衛生活動評価

6.労働者の意見反映
2.安全衛生年間計画の策定

3.安全衛生方針の表明

4.安全衛生年間計画の実施・運用

年間計画を振り返り、次期年間計画へ

■ 「積水ハウス危険ゼロシステム」の概要

部門 労働災害
度数率

業務上疾病
度数率

事務部門（従業員※）

生産部門

施工部門（委託業者のみ）
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0.3
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0.0
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■ 2015年度 労働災害度数率/業務上疾病度数率

従業員※

委託業者

※積水ハウス単体

（休業1日以上を集計）

※ コーポレートガバナンス・コードへの対応については、現在検討中であり、確定次第公開します。

WEB 関連項目 ｜ 労働慣行

株主総会

取締役会（11人、うち社外2人）

CSR委員会（社外委員3人を含む）

（事務局：CSR室）

（事務局：法務部）

代表取締役会長 兼 CEO

代表取締役社長 兼 COO

執行役員（CFOを含む。31人）

社内各部署

監査役会（5人、うち社外3人）
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コーポレート・コミュニケーション部

広報部

IR室
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海外内部統制推進室

監査部

子
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会
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※特筆すべき重要な少数派グループはありません。

■ ガバナンス組織の構成（単体）

0人
0人
11人

取締役会 監査役会
性別（男性：女性）
　うち社外役員

年齢
30歳未満
30～50歳
50歳超

11人：0人

0人
2人 3人

0人
5人

5人：0人
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